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１次独立・１次従属 演習問題２
以下に現れるベクトルは，すべて Rn に属すものとする．{a1,a2, · · · ,ar}が 1次独立である
とは

c1a1 + c2a2 + · · ·+ crar = o ⇒ c1 = c2 = · · · = cr = 0

をみたすことであり，1次独立ではないとき {a1,a2, · · · ,ar}は 1次従属という．加法の交換法
則より，σ1, σ2, · · · , σr を 1, 2, · · · , r を並び替えた数列とすると

{a1,a2, · · · ,ar}が 1次独立 ⇔ {aσ1
,aσ2

, · · · ,aσr
}が 1次独立

が成り立つことにも注意せよ（1次独立性は a1,a2, · · · ,ar の順序によらず，組 {a1,a2, · · · ,ar}
によって決まるということである）．

問題 1. {a1,a2, · · · ,ar}は 1次独立とする．このとき，{ai1 ,ai2 , · · · ,ais} (1 ≤ i1 < i2 < · · · <
is ≤ r, s < r) も 1次独立であることを示せ（すなわち，1次独立なベクトルの組からいくつか抜
き出してできるベクトルの組もまた 1次独立である）．

問題 2. {a1,a2, · · · ,ar} は 1 次従属とする．このとき，{a1,a2, · · · ,ar,ar+1,ar+2, · · ·ar+s}
も 1次従属であることを示せ（すなわち，1次従属なベクトルの組にいくつかベクトルを付け加
えてできるベクトルの組もまた 1次従属である）．

問題 3. {a1,a2, · · · ,ar}は 1次独立とし，bは a1,a2, · · · ,ar の 1次結合では表せないとする．
このとき，{a1,a2, · · · ,ar, b}は 1次独立であることを示せ．
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